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ANAグループはさらに働きやすい会社へと前進します 
～ANAグループ男性社員の育児休暇１００％取得目標を策定～ 

 

● ANAグループは、社会的課題である男性の育児参画の推進に向け、出産・育児に関する特別有給休暇（3

日間）の制度をグループ全体で整備し、男性社員の対象者全員（100%）がその休暇を取得する目標を設定

しました。 

● 合わせて、ANAグループでは、社内ドレスコードの柔軟化、さまざまな働き方の選択肢を増やすなど、自律

的な働き方のさらなる推進を図り、多様な人財が個々の強みを最大限発揮できるグループ企業へと前進し

ていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ANAグループは、社会的課題である男性の育児参画の推進に向け、出産・育児に関する 3日間の特別有給休暇

（以下「育児休暇」という）制度をグループ全体で整備し、2023年度末までに、対象となる ANAグループ男性社員の

3日間の育児休暇取得率を 100%とする目標を設定しました。 

これまでも育児休暇制度については ANAグループ各社や職場において取り組みをおこなってきましたが、横断的

な課題などもあり取得を加速できていませんでした。（2021年度における ANAグループの男性育児休暇取得率は

65.4%） 今般、グループ全社で同一の制度とし、統一した目標を設定することで、男性社員の取得に対する不安を払

拭するとともに職場での属人的な業務分担の見直し、シニア層の活用、同業種グループ会社間での相互サポートと

いった具体的な取り組みを行いながら、グループ全社で取得促進を図っていきます。 

また 2021年度における ANAグループの男性育児休業取得率は 29.2%（平均取得日数 67.2日）ですが、育児休

暇の取得促進と合わせて、更なる取得率向上と男性の育児参画を推進してまいります。 

※「育児休暇」・・・ANAグループ内の特別有給休暇 
「育児休業」・・・法に基づいて取得できる制度 

 

 

 

 

9月 19日は「育休を考える日」※1です。ANAグループは「育休を考える」プロジェクト※2に参画しています。 

「男性の育児休業取得が当たり前になる社会」の実現のため、ANAグループはこれからも取り組みを進めてまいり

ます。  

※1「育休を考える日」…男性の育児休業について社会とともに考えていくきっかけを作りたいという想いから住宅メーカー 積水ハウス株式会

社により 2019年に記念日制定されました。 

ANAグループ男性社員 
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※2「育休を考える」プロジェクト…男性の育休取得促進について考えるきっかけとして、積水ハウスが展開するプロジェクト。業種・業態を超え

た 81の企業・団体が賛同しています。 

ANA グループは、休暇滞在先でのリモートワークによる就業を認めるワーケーション制度や、ビジネススーツ着用

を原則とせず TPO に応じた服装着用を認める社内ドレスコード制度など、社員が家族との生活や人生を充実させな

がら仕事に取り組み、会社と共に成長できることを目的に、多様なライフプラン、キャリアプランを支援する制度の拡

充など、多様な働き方の整備を進めています。 

 

これまでの働きやすさ向上の取り組み 

項目 対象 開始時期 内容 

勤
務
制
度 

コアタイムなしフレックスタイム制度*1 全社員*2 2007年 4月 2001年フレックスタイム制度全社展開。2007年より勤

務の柔軟性をより高めるため、コアタイムを原則撤廃。 

リモートワーク制度 全社員*2 2020年 11月 2017年テレワーク制度導入。2020年 11月「出社を原

則としない、現場・お客様に根ざした、場所に捉われ

ない働き方」への移行方針とともに、業務特性や効率

性に応じて、社員が働く場所を選択する制度に改定。 

ワーケーション制度*1 全社員*2 2021年 4月 休暇滞在先でのリモートワークによる就業を認める。 

働
き
方 

事由を問わない短時間・短日数勤務制度*1 地上職 2020年 4月 多様なキャリアプラン、ライフプランに対応するため育

児・介護の事由に限らず、短時間・短日数での就労を

認める。 

不妊治療休職制度*1 全社員 2020年 7月 特定不妊治療を受けている方を対象に、1 カ月から最

大 1年間の休職を認める。 

兼業制度の拡大*1 全社員 2020年 10月 他社に雇用されない兼業だけでなく、他社と雇用契約

を結ぶ兼業についても可能とする対象範囲を拡大。 

事由を問わない短日数就労選択制度*1 客室乗務職 2021年 4月 多様なキャリアプラン、ライフプランに対応するため育

児・介護の事由に限らず、短日数での就労を認める。

（23年度以降の制度取り扱い検討中） 

タスク型就労制度*1 客室乗務職 2021年 4月 勤務日数および居住地を柔軟に選択できる。（23年度

以降の制度取り扱い検討中） 

サバティカル休暇制度*1 全社員 2021年 4月 

 

多様なキャリア形成を支援することを目的とし、事由問

わず、1カ月から最大 2年間の休業・休職を認める。 

ワークプレイス選択制度 全社員 2022年 6月 居住地の事情がある場合に各地域のグループ会社へ 

の転籍を希望できる。 

社内ドレスコードの柔軟化*1 全社員 2022年 7月 社内のドレスコードを「ビジネススーツ着用を原則とせ

ず、TPO に応じた服装着用」を認める運用へ変更。 

カムバック制度*1 全社員 2022年 10月 

（募集開始予定） 

社外での経験を得た元社員の知見を活用するため、

選考の上、再入社を受け入れ 。 

*1：全日本空輸(株)での取り組み（グループ内で業種業態等が異なる為、個社の特性に合わせ実施できるものはグループ内展開済み） 

*2：シフト勤務等、勤務形態によって制度適用除外あり 

 

今後も、ANAグループは自律的な働き方のさらなる推進を図り、多様な人財が個々の強みを最大限発揮できるグ

ループ企業へと前進していきます。 

 

 

 
 

お問い合わせ先： ANAホールディングス（株） 広報・コーポレートブランド推進部 03-6735-1111 

 


